
中医協 診－2－1  

17．11．2 5  

前回報告（7月27日）以降の検討経過について  

平成17年11月2、5日  

診療報酬調査専門組織慢性期入院医療の包括評価調査分科会  

分科会長 池上 直己  

07月27日診療報酬基本問題小委員会以降の検討経過について   

当分科会においては、中央社会保険医療協議会基本問題小委員会の付託   

を受け、慢性期入院医療について、患者特性や医療提供状況等に応じた慢   

性期入院の包括評価を行うための検討を行ってきており、平成17年7月   

には診療報酬基本問題小委員会に患者分類試案と本年度調査の実施につい   

て報告を行い、了承を得た。   

その後、了承された内容に沿って「患者分類試案妥当性調査」及び「慢   

性期入院医療実態調査」を実施し、その結果概要は別添1及び別添2の通   

りであった。   

また、当分科会では「患者分類試案妥当性調査」の結果を踏まえ、慢性   

期入院医療の現場の専門家及び高齢者医療の専門家からの意見聴取も行っ   

た上で、「患者分類案」について更なる検討を行い別添3のような「患者分   

類案」をとりまとめたところである。  

今般、これらの経緯について概要を報告する。   
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患者分類試 案妥当性調査  結果概要  

1．目的   

□平成17年7月27日基本問題小委員芸に提出した、慢性期  
入院医療における患者分類方法である患者分類試案の「医療  

区分」（参考資料参照）について、方法の妥当性と改善点に関  

する意見収集を行うことを目的に調査を実施した。  

2．調査客体  

ロ「平成16年度 慢性期入院医療の包括評価に関する調査」  

の対象となった全国89病院のうら、協力の得られた64病  

院、84病棟を調査客体とした。  

図表 病棟数の内訳  

療養病棟入院料を算定  特殊疾患療責病棟入院   合 計   

している病棟（注   料を算定している病棟   

58病棟   26病棟   84病棟   

一般病棟を有している  一般病棟がない病院の   合 計   

病院の調査対象病棟数   調査対象病棟数   

40病棟   44病棟   84病棟   

注：療養型介護療姦施設サービス費を算定している病床との混合病床も含む  

3．実施方法  

実 施 時 期   平成17年8月   

医師による自記式アンケート調査  
調 査 方 法  

（郵送発送、郵送回収）   

備  考   平成17年8月23日に一斉説明会を開催  



4．調査項目  

I 「患者分類試案」に対する評価  ・「患者分類試案」全体に対する評価   

Ⅱ 医療区分に対する評価   
・「医療区分」を分類する項目として不  

適切なもの   

・医療療養病棟の役割  

Ⅲ 医療療養病棟の役割と分類試案     ・医療療養病棟における対応  

・出来高払いの対象について   

Ⅳ各患者の「医療区分」に対する   
・各患者の「医療区分」に対する評価  

評価  ・各患者の「医療区分」に対する評価  

・「医療区分」に追加すべき項目   

5．調査結果（概要）  

問 「患者分類試案」全体に対する評価（単数回答）  

2   














